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本書は
，星村平和氏の国立教育研究所教科教育部長
定年退官を記念して企画
・出版されたものである。星
村氏の経歴については
，本書の「あとがきに代えて一
星村歴史教育学の基礎と展開
－」に平田嘉三氏が詳細
に述べられている
。教育実践・教育行政・教育研究の
諸分野で活躍された星村氏は
，現在，社会系教科教育
学会会長でもある
。同氏は過去10年間，数多くの先輩・
同輩・後輩の研究者・教育者の信頼を得てこられた。
本書が
，岩田一彦教授をはじめとする方々によって
出版されたのは
，星村氏の学問的・教育的人脈の広さ
による
。本書の執筆者が，先輩の平田氏をはじめ45名
の多数にのぼっていることは,そのことを示している
。
本書は
，基礎論，歴史，カリキュラム論，教材論，
授業構成
，授業実践の項目のもとに社会系教科教育の
理論と実践について総合的に追究している
。
本書の構成・執筆者は次の通りであるＯ
まえがき（岩田一彦ほか）
第
一章　社会系教科教育の基礎論
社会認識形成の「論理
」と「心理」（小原友行），
自己実現をめざす社会科教育の創造（森本直人）
，
「公民
」及び「公民的資質」概念検討のための準拠
点を求めて（工藤文三）
，国際理解教育（大津和子）
韓国の歴史教科書と日本の歴史教育（田漑五十生）
，
生活科における評価の論理的根拠（戸田善治）
，子
どもが育つ教師の視点（佐藤正一郎），「生活科・
社会科の授業研究」の研究（岩田一彦）第二章　社会系教科教育の歴史
我が国における社会科教育の源流に関する
一考察
（木村博一），富山県における初期社会科の試み（4）
（松井政明）
，生活科の教育的ルーツ（中野重人），
社会認識形成の視点からみた福岡県地理教育史（祇
園全禄）
，初期社会科における新制中学校「一般社
会科
」の歴史学習（梅野正信），学習指導要領にお
ける社会科世界史の変遷（有田嘉伸）
，クラッパー
の歴史教育論（金子邦秀）
第三章　社会系教科教育のカリキュラム論
小学校社会科における歴史授業の構成（中村哲）
，
地理歴史科「世界史Ａ」と「主題学習」（川口靖夫），
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世界史Ａ及びＢの年間指導計画について（櫛井征四
郎）
，公民科の教科構造と教員養成の問題点（宮崎
和夫）
，環境教育としてのエネルギー学習の構想
（今谷順重・河村由記子）
，ドイツ基礎学校におけ
る環境教育の一側面（大友秀明）第四章　社会系教科教育の教材論
小学校社会科教科書にみられる「男女差別学習
」
（吉田正生）
，郷土かるた遊びと児童・生徒の郷土
認識への影響（山口幸男
・原口美貴子），江戸時代
の国土開発（野崎純
一），「世界史Ａ」における
「諸文明の歴史的特質
」の扱いについて（河内雅雄），
世界史教育における中国史像の再構成（宮崎正則）
，
世界史教育と切手（松田至弘），琉球王国と首里城
（伊波勝雄）
第五章　社会系教科教育の授業構成
社会科授業づくりの観念を明晰にする方法（佐長健
司）,予見的知識の育成を図る小学校三年生社会科カ
リキュラム編成（試案）（伊藤裕康）
，日露戦争に
おける人物に視点を当てた歴史学習への示唆（大庭
隆志）
，問題解決的な学習による生活科授業の構成
（田尻美千代）
，新しい学力観にたつ社会科指導法
の研究（大迫利久）
，社会史研究に基づく歴史授業
構成（IV）（原田智仁）
，新・公民科時代の効果的
授業の研究（鈴木敏雄）
第六章　社会系教科教育の授業実践
環境教育（石川律子）
，子供のよさを生かす社会科
学習指導（麓純雄）
，中学校社会科における課題学
習の展開（鈴木直樹）
，子どものミクロな問いと社
会認識形成（米田豊）
，「温かいわかり方」の歴史
授業（村上久幸）
，生活文化における体験的な学習
（唐沢勝敏）世界史学習指導の一方法（中島正徳）
あとがきに代えて（平田嘉三）
第六章までの論文は
，歴史教育16，社会科教育10，
公民科・生活科・環境教育各３，地理教育・授業研究
各２
，国際理解・郷土教育・教師論各１である。歴史
教育が圧倒的に多いのは星村氏に関連して当然である
。
歴史教育の論文には筆者の所感もあるが
，紙幅の都合
で別の機会にゆずる
。本書を社会系教科教育に関係す
る研究者・教育者の必読の書としてお薦めしたい。
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